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【はじめに】数百ミクロン以下のレンズ径を持つ焦点

可変レンズである液晶マイクロレンズアレイ

（LC-MLA）1) を一般照明光源の光拡散に応用するデ

バイスが提案・報告されている 2-3)． 
本報告では，電極パターン径をより小さくすること

で光拡散効果の増大を試みた結果を報告する．光拡散

効果の指標にヘイズ量を用いた．また 2 枚の LC-LMA
を用いて偏光板を除くことで全光透過率（TLT）の向

上の検討も行った． 
【実験と結果】両面 ITO ガラス基板の一方の ITO 膜に

30 m 径の円形開口パターンを 40 m ピッチで六方格

子状に形成・配置した．このパターン電極面および対

向基板の平板 ITO 電極面に配向膜（日産化学㈱，

SE-130B）を塗布・焼成後，ラビング処理を施した．

さらに 15 m のボールスペーサを介して貼合わせ，ネ

マティック液晶（DIC㈱ , RDP-A1872）を封入して

LC-MLA セルとした．ここでパターン電極基板の裏面

の平板 ITO 電極を第 3 電極として用いた 3)． 
光拡散効果を比較するため，白色光源と積分球を用

いてヘイズ値の測定を行った．サンプルとして

LC-MLA セルに偏光フィルムを貼り付けて用いた．測

定法、算出法は JIS K7136:2000 に準拠した．  
対向電極を共通電極とした円形パターン電極の電

圧 V1 と第 3 電極の電圧 V2 が，同位相および逆位相駆

動（1 kHz 矩形波）で評価を行った．測定値から算出

した V1 に対するヘイズ量と TLT の変化を Fig. 1 に示

す．同位相駆動（V2= 0 Vop）では V1=３ Vopにヘイズ

量（●）のピークが現れ，その値は 60 %近くに達して

いる．一方，逆位相駆動（V2= 20 Vop）のヘイズ量（▲）

は 60 %を超えた．以前の評価では電極パターン径 75 
m の LC-MLA の配向方向を合わせて 2 枚重ねて用い

ることで 80 %のヘイズ量が得られた 3)．本検討ではセ

ル 1 枚で 60 %が得られており，より小さな電極パター

ンにすることで光拡散効果が増大したと考えられる． 
また TLT（○および△）の値は，駆動方法や駆動電

圧によらず概ね一定の値であり，LC-MLA では駆動条

件により反射や吸収に変化が生じないことを示してい

る．しかしながら，偏光フィルムを用いるため TLT 値

が 40 %程度と低くなっている．そこで 2 枚の LC-MLA
の配向方向が直交するように重ねてサンプルとするこ

とで偏光フィルムを不要とし，TLT の向上を試みた． 
2 枚重ねの LC-MLA について，V2 に対するヘイズ

量と TLT の変化を評価した結果を Fig. 2 に示す．ここ

では，より大きなヘイズ量が得られる逆位相で駆動し

た．TLT（□）は，65 %近い値が得られ，LC-MLA が

1 枚の TLT（△）の 1.5 倍以上に増加した．ヘイズ量は

わずかに減少しているが 60 %を超える値（■）が得ら

れた．この LC-MLA でもヘイズ量を約 4 %から 60 %
超の範囲で連続的に制御できることを確認できた．  
【まとめ】第３電極を分離構造とした LC-MLA におい

て，パターン径の縮小により光拡散効果を増大できた．

また 2枚のLC-MLAの組合せによって偏光フィルムを

除去でき，わずかなヘイズ量の減少のみで全光透過率

が大幅に改善できることも確認できた．今後は LED 応

用機器での配光特性の可変制御特性を評価していく予

定である．  
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Fig. 1  Dependence of Haze and TLT on 
applied voltage V1 though a single LC-MLA 
with PL film. 
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Fig. 2 Improvement of TLT using the stacked
LC-MLA without PL film. 
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